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あらまし：VOD 講義の多くは映像の時間に沿って再生するため，スライドと(字幕を含む)話しをしてい

ることの対応がわからないため内容の把握が困難になっていると考えられる．そこで，スライド中の単

語やパラグラフを説明している字幕を示すことができれば，学習者の理解が進むのではないかと考えて

いる．そこで本研究では，スライド(マイクロソフトパワーポイント)内のパラグラフと字幕の文ごとに

共起語グラフを作成し，共起語グラフの類似によって，その対応関係を求める手法を提案する． 
キーワード：VOD講義，共起語グラフ，字幕要約 

 
1. はじめに 

VOD 講義の多くは映像の時間に沿って再生する

ため，スライドと(字幕を含む)発話の対応がわから

ないため内容の把握が困難になっていると考えられ

る．そこで，スライド中の単語の塊やパラグラフを

説明している字幕を示すことができれば，学習者の

理解が進むのではないかと考えている． 
本研究では，スライド(マイクロソフトパワーポイ

ント，以下 PPT)内のパラグラフと字幕の文ごとに共

起語グラフ(2)を作成し，共起語グラフの類似によっ

て，その対応関係を求める手法を提案する．また，

スライドと字幕の対応関係から外れた字幕について

は，不要となる可能性が高く，それを応用して字幕

の要約の作成の提供を行う．本研究で開発している

ソフトウェアは，日本語を母語としていない留学生，

特に漢字を母語とする留学生に対応表や要約を提供

することによって，留学生が字からの理解をさせる

ことが期待できるのではないかと考えている． 
 

 
2. 調査対象とする VOD 講義について 
本研究では岡山理科大学を含む関連 6 大学で構成

している教育コンソーシアムにおける単位互換制度

を利用した VOD による e-Learning のシステムを利

用している．特に本研究では，講義名「データベー

ス」の PPT 情報とその発話内容を用いて分析を行っ

た(図 1)． 
 

 
図 1:VOD 講義の画面 

 

 
図 2: PPT からの共起語グラフの作成過程 

 
3. 共起語と共起語グラフ 
本研究では，PPT やそれに対応する字幕の共起語

と共起語グラフを作成している．共起語とは，同一

文中に共に現れる単語を共起とするが，本稿では

PPT と字幕のそれぞれに共起する範囲を変更して共

起関係を取得する． 
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図 3: 字幕からの共起語グラフ作成 

 
 (1) PPTの共起語グラフの抽出 

PPT の各記述を抽出し，それを形態素解析ソフト

Chasen(1)で形態素に分割してから共起語グラフを作

成する(図 2)． 

(2)字幕の共起語グラフの抽出 

字幕については，一文として登録されている字幕ご

とに，形態素に分割してから共起語グラフを作成す

る(3) (図 3)． 
 
4. 共起語グラフの一致 

PPT と字幕から作成される共起語グラフの間の一

致性は，それぞれ共起語グラフに現れる単語の一致

にから求める．共起関係をすべて表示すると線が多

くなり共起関係が見えづらくなってしまうため，分

析対象のすべての語の組み合わせの Jaccard 係数を

用いて，上位 60 の共起関係を選択する．次に字幕の

共起語グラフ内の単語とPPTの共起語グラフ内の単

語の一致数を調べ，それを基に PPT の共起グラフと

字幕の共起グラフの一致率を求める．最後に一致率

が高い字幕の共起語グラフとPPTの共起語グラフを

対応しているとする． 
データベースの講義14回目のセクション2のペー

ジ 6 の PPT とそれに対応する時間の字幕の共起語グ

ラフに図 4(a),(b)に示す．図 4(b)の共起語グラフの単

語に対応するPPTの共起語グラフがあるものを円で

囲み，また同じ PPT の共起語グラフに対応するもの

は同一の色としている． 
 

5. VOD 講義のスライド内容と音声字幕の対

応付けシステム開発 
本研究では，通常の VOD 講義の次の 2 項目を通

常の VOD 講義画面に追加したシステムを作成して

いる(図 5)． 
(1)PPT と字幕の対応関係を字幕の共起語グラフ

(2)PPT と字幕の共起語グラフで対応関係がある

もの元の字幕(短縮字幕) 
また，PPT の文単位に合わせて，字幕を印刷できる

ようになっている． 

図 4 PPTと字幕の共起グラフ(14回目セクション2 
6 ページ目 

 

図 5:システム画面 
 
6. まとめと今後の課題 
本研究は，VOD 講義の PPT と PPT に対する字幕

データより共起グラフを作成し，それらの対応部分

を示すことで学習者の講義に対する理解を促進する

ことを目的とした．今後の課題として，留学生を対

象にこのシステムを使用してもらい，実際の字幕と

の対応部分を示した字幕での理解度の違いを調べた

い．また，PPT に対応した字幕より要約を作成する

ことで，学習者の理解をより深める事の出来るシス

テムの作成を試みたい． 
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